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内容（100分）

• ⺠間オープンデータプラットフォームの活⽤
• LinkDataとは

• LinkDataによるデータ登録
• 指定緊急避難場所データのオープンデータ化
• 内閣官房推奨データセットと避難場所データのクレンジング
• データ登録

• AppLinkDataを使ったオープンデータアプリの作成と
公開
• 既存アプリのFork機能を使ったアプリの作成と公開

• まとめ



⺠間オープンデータプラットフォームの活⽤



LinkDataとは

• LinkData.org
• オープンデータプラット

フォーム
• カタログサイト機能

（データ公開）
• アプリケーション構築

（アプリ開発＆公開）
• アイデア・ノウハウ蓄積

（オープンドキュメン
ト）

• 市町村ランキング（デー
タ・アプリ・アイデアに
紐づく⾃治体ランキン
グ）



LinkDataとは

• 多くの市⺠・⾃治体が活⽤している
• 2014年10⽉設⽴
• （⼀社）リンクデータ→（株）インフォラウンジ
• 利⽤は無償
• 活⽤市⺠が住む⾃治体数１０００以上
• ⾃治体⾃⾝の活⽤６０以上
• データセット数４０００以上
• アプリケーション数１０００以上
• その他リソース２０００以上
• ⺠間運営サイトとして国内最⼤規模



LinkDataの良いところ

• データ登録が容易
• Excelデータをアップロードするだけ

• 利活⽤の⼿段が充実
• API機能により様々な形式に⾃動変換（ex. CSVやJSON形式

など）
• アプリ開発が容易

• データ登録からすぐにアプリ開発に繋げられる
• 逆マッシュアップ機能（オープンデータアプリの原点）

• アイデアのオープン化
• オープンドキュメント

• モチベーションアップの仕組み（⾃治体ランキング）



LinkDataの良いところ

• 逆マッシュアップとは︖
• 他のユーザが作ったアプリを再利⽤する仕組み

• ただしアプリに紐づくデータの形式は共通である必要が
ある

• つまり、データさえ⾃治体ごとに準備できれば、新たに
アプリを作る必要はない（Fork機能≒オープンデータア
プリ）

• プログラミングなどは必要ないが若⼲の知識は必要
• 参照するデータの場所は更新する必要あり

アプリ１
自治体１
データ

アプリ１
自治体２
データ



⾃治体からみたLinkData活⽤のメリッ
ト・デメリット

• 無償である
• かかるのは⼿間だけ（⇄⼿間が増えることをどう捉える

か）
• 外部サイトのため（データの）内容に集中できる

• ⺠間運営の安⼼感（⇄いつか有償︖いつか無くなる︖）
• 官⺠混在である

• ⾃動的に市⺠協働感を出せる（⇄市⺠サイトとの区別は
つけなくてもいいのか︖）

• 活⽤⾃治体が多い
• 他の⾃治体⽤に製作されたアプリの再利⽤ができる（⇄

オリジナルでないことに抵抗感はあるか︖）



LinkDataによるデータ登録



前準備

• 今回作成するデータ
• 指定緊急避難場所

• 東⽇本⼤震災を教訓に避難所との区別を明確化
• 災害種別８項⽬に対応
• 国⼟交通省国⼟地理院にて公開

• データ元は市町村から提供
• 内閣官房が公表する推奨データセットにも指定

• フォーマット⾃体は若⼲異なる

• 今回の実習で作成できればすぐに共通フォーマットに即
した形でオープンデータ公開ができる



前準備

• LinkDataで使うためには
• LinkData⽤のヘッダを追加する必要がある

• 作成者、ファイル名、プロパティなど
• 基本的には表計算ソフトで成形し、Excelデータと

してアップロードする
• アップロードした後、データの初期登録
• 以後はデータの差し替えで維持



前準備

• 今回は須坂市のデータを雛形にします
• Googleドライブから、須坂市のデータをダウ
ンロード
• 国⼟地理院版
• 推奨データセット対応版←こちらを使います

• ダウンロードしたファイルをExcelまたはスプ
レッドシートで開き、ご⾃⾝の⾃治体のデータ
をコピーペーストして書き換える



前準備

• 国⼟地理院版と推奨データセット版の違い
• ほとんど⼀緒だが推奨データセット版の⽅が項⽬が

多い
• カナ読み、標⾼、電話番号、市区町村コード、都道府県

名などだが、重要なのは名称、住所と対応する災害種別
と緯度経度のため、ひとまずは空欄で良い



前準備

• データ書き換えの際の注意
• 無い項⽬をどうするか︖

• 空欄で結構です
• ヘッダ部更新の注意

• 作成者はアカウント名（今回は⻑野県OD研修X）
• ファイル名は「suzaka_hinanbasyo_suisyo」の

「suzaka」を変更したものとする
• 緯度経度の表現が違うので（意味は⼀緒）緯度・経度の

順
• 世界共通の語彙を使うためのおまじない

• 最後に先のファイル名と同じ名称でファイルを保存



データアップロード

• データ作成が終わったらLinkDataの上部タブ
「データのアップロード」を選択



データアップロード

• ドラッグ&ドロップもしくはファイル選択から、
作成したデータを登録



データアップロード

• 初回アップロードのため「データセットの新規
作成」を選択



データ登録

• 適宜項⽬を記⼊
• データセット名→タ

イトル
• イメージ画像

• あれば
• 関連する市町村→ご

⾃⾝の⾃治体を探し
てタグとして追加

• 最下⾏で「公開」を
確認
• 限定公開も可

• 「データセットを登
録」



データ登録

• 「ライセンス」をCC0から「CC BY」にして右
下「登録」を選択



データ登録

• 最後に「アップロードを完了しデータの公開
ページを⾒る」を選択



データ登録完了です

• 「いいね」を押すとタ
グ付けされた⾃治体の
ランキングがアップし
ます

• グループメンバーを交
代してどんどんデータ
をアップロードしま
しょう

• URLをみてデータIDを
メモしておいてくださ
い
• 「rdf1s80xxi」のxxが

固有になっていると思
います



AppLinkDataを使ったアプリの作成と公開



アプリのFork機能を使ってみる

• アップロードしたばかりのデータ画⾯から「ア
プリ」タグを選択する



アプリのFork機能を使ってみる

• 「アプリを作成」を選択

• 「アプリを新規作成、またはフォークして作る」で
「次へ」



アプリのFork機能を使ってみる

• 「既存のアプリのプログラムを再利⽤（フォーク）す
る」を選択して「次へ」

• 使⽤するデータが選択されているので「次へ」



アプリのFork機能を使ってみる

• 「app1s1754i」を⼊れると須坂市のアプリが候補に
出るので選択し、「このアプリをForkする」を押す



アプリのFork機能を使ってみる

• 出てきた画⾯のうち、コードの以下の⾏を⾃⾝
のデータIDに更新する
• １９⾏、２５⾏、２７⾏、２９⾏、３１⾏、３３⾏、

３５⾏、３７⾏、３９⾏、４１⾏、４３⾏、４５⾏
• 内容は「rdf1s8019i」を全て⾃⾝のデータIDに

• コード編集が終わったらアプリタイトル部分をクリッ
クしてアプリ作品の情報を⼊⼒



アプリのfork機能を使ってみる

• アプリ作品のタイトルを修正する



アプリのfork機能を使ってみる

• 「タグ」の須坂市を削除し、⾃⾝の⾃治体に設定
• ライセンスは「BY」を選択



アプリのfork機能を使ってみる

• 説明⽂を適宜更新してください
• 公開範囲を「公開」
• 最後に「finish Editing」



アプリの完成です

• 簡単でしたね

• 続けてグループ
内で交代して登
録しましょう
• データは後ほど

LinkDataより回
収させて頂きま
す



まとめ



LinkDataには他にどんなデータ・アプリがある
のか︖

• 須坂市さんのアプリの例（⼀
部、右はデータの例）
• いきいきすざかOPEN_DATA
• ツキノワグマ出没情報
• 須坂市⾏政区⼀覧
などなど

今回同様にデータをダウンロード
し、ご⾃⾝の⾃治体⽤データに更
新してアップロード、その後アプ
リをForkすればすぐにその⾃治体
⽤アプリが作成できます



終わり

当資料は「LinkDataでアプリを作る」（CCBY⻑野県須坂市）を
参考に作成しました


